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願
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-
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中
上
人
の
程
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如
來
信
仰
-

成

田

貞

寛

一

吾
が
國
に
於
け
る
悲
華
経
の
流
輻
史
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
日
本
佛

教
史
を
究
明
す
る
上
に
於
て
、
極
め
て
重
要
な
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
特
に
孚
安
末
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
の
南
都
諸
師
の
教
學
の

中
に
悲
華
経
の
所
読
が
種
々
の
形
で
受
容
せ
ら
れ
、
各
方
面
に
於
て
、

そ
れ
ぞ

れ
の
自
己
形
成
の
道
が
立
て
ら
れ
て
行
つ
た
こ
と
に
就
て
は
、

(1
)

從
來
も
し
ば
し
ば
述
べ
來
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
が
影
響
は
意
外

に
大
き
く
、
鎌
倉
佛
教
の

一
圭
流
を
な
す
と
さ
え
思
は
れ
る
程
蕾
佛
敢

系
は
勿
論
で
あ
る
が
、
新
興
の
諸
宗
か
ら
も
注
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
と

思
は
れ
る
。
日
蓮
聖
人
も
法
相
三
論
の
諸
師
は
勝
鷹
身
に
似
た
る
繹
迦

(
2
)

佛
を
本
尊

と
な
す
と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
勝
鷹
身
に
似
た
る
も

の
と
指
摘

さ
れ
る
所
、
そ
の
背
景
に
悲
華
経
の
あ
る
こ
と
を
知
つ
て
お

ら
れ
た
に
相
違
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
悲
華
経
の
流
轄
と
共
に
常
に
考

え
ら
れ
る

こ
と
は
、
繹
迦
如
來
像
の
造
顯
に
就
て
で
あ
る
が
、
そ
の
造

顯
が
常
に
清
涼
寺
式
繹
迦
如
來
像
の
形
式
を
取

つ
て
迎
え
ら
れ
て
い
る

黙
で
あ
る
。
時
代
に
よ
つ
て
そ
の
彫
像
の
表
現

に
於
て
幾
分
の
相
違
が

見
う
け
ら
れ
る
が
、
常
に
か
か
る
形
式
を
取

つ
て
い
る
こ
と
は
、
悲
華

経
の
流
韓
を
考
察
す
る
と
共
に
、
清
涼
寺
式
繹
迦
如
來
像
に
封
す
る
信

仰
の
歴
史
を
知
る
上
に
於
て
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

二

さ
て
、
今
こ
こ
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
五
百
誓
願
略
経
私
記
二
巻
な
る

(3
)

も
の
は
、
曾
て
述
べ
た
こ
と
も
あ
る
如
く
、
悲
華
経
の

一
種
の
註
繹
本

で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
職
國
期
か
ら
徳
川
初
期
に
か
け

て
活
躍

し
た
、
名
越
、
白
旗
、
藤
田
等
の
法
燈
を
傳
え
た
繹
良
定
、
部
ち
袋
中

上
人
に
よ
つ
て
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
上
人
存
命
中
、
在
俗
の
門

(
4
)

弟
、

山
田
某
に
よ
つ
て
述
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
袋
中
上
人
傳
に
は
、
四

十
二
章
経
註
、
浬
墾
考
文
砂

一
巻
、
泥
沮
之
道

一
巻
、
彌
陀
偶
抄

一
巻
、

五
百
誓
願
略

経
私
記
に

つ
い
て

(
成

田
)
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二
九
八

舎
利
禮
文
記
と
共
に
、
瓶
原
の
心
光
院
に
て
撰
述
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て

い
る
か
ら
恐
ら
く

こ
れ
に
相
違
な
く
、
上
人
の
撰
述
と
し
て
は
ご
く
晩

年
の
作

で
、
八
十
六
歳
頃
の
撰
述
と
推
定
さ
れ
る
。
現
在
そ
の
自
筆
本

は
見
當
ら
な
い
が
、
寛
文
十
年
八
月
中
旬
、
秋
田
屋
清
兵
衛
板
行
に
か

(
5
)

か
る
刊
本
に
よ
つ
て
そ
の
全
貌
を
知
る
こ
と
が
出
來
る
。

こ
の
五
百
誓
願
略
経
私
記
が
高
山
寺
本
、
繹
迦
如
來
五
百
大
願
経
を

考
察
す
る
上
に
於
て
極
め
て
重
要
な
る
資
料
で
あ
る
ご
と
は
曾
て
述
べ

(
6
)

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
亦
袋
中
上
人
そ
の
人
の
行
實
を
探
る
上
に
於
て

も
重
要
な
る
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
略
経
私
記
の
内
容
構
成
並

(
7
)

に
そ
の
特
色
の

一
部
に
つ
い
て
は
、
既
に

一
言
し
た
こ
と
が
姦
る
が
、特

に
高
山
寺
本
繹
迦
如
來
五
百
大
願
経
と
の
最
も
著
し
い
異
り
は
、
高
山

寺
本
が
諸
菩
薩
本
授
記
品
内
に
て
五
百
條

の
誓
願
文
を
構
成
し
て
い
る

に
封
し
略
経
私
記
に
於
て
は
次
の
檀
波
羅
密
品
に
ま
で
及
び
、
そ
の
品

の
中
か
ら
三
十
願
を
構
成
し
て
い
る
鮎
で
あ
る
。
印
ち
文
を
分
つ
中
、

大
文
第
七
、
未
來

の
現
釜

(生
政
の
利
釜
)
、
と
し
て
四
十
三
願
を
数
ふ

(
7
)

る
が
、
そ
の
中
、
三
十
願
を
別
出
し
て
い
る
。
今
異
課
大
乗
悲
分
陀
利

経
の
分
品
に
從
つ
て
願
数
を
整
理
し
て
見
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

「眼
施
品
第
二
十
三
に
は
、
歓
樂
世
界
願
、
施
捨
舌
耳
願
。
身
施
品

第
二
十
四
に
は
、
無
垢
須
彌
願
、
増
釜
其
身
願
、
恒
沙
萬
歳
願
、
十
方

十
阿
誓
。
寳
施
品
第
二
十
五
に
は
、
利
釜
月
雷
願
、
珍
寳
遍
滴
願
。
警

方
施
品
第
二
十
六
に
は
、
利
盆
網
界
願
、
兄
術
治
病
願
、
慧
光
除
病
願
。

現
伏
藏
施
品
第
二
十
七
に
は
、
利
盆
選
揮
願
、

一
切
布
施
願
、
施
閻
浮

願
、
閻
浮
承
順
願
、

無
上
成
足
願
、
無
上
五
眼
願
、
無
上
智
耳
願
、
得

馬
藏
相
願
、
無
上
金
色
願
、

無
上
信
手
願
、
作
山
施
肉
願
、
大
肉
山
願
、

肉
山
久
佳
願
、
廣
長
舌
相
願
、

龍
王
寳
藏
願
、

七
反
示
現
願
、

珊
瑚
夜

叉
願
、
夜
叉
誠
人
願
、

十
方
獲
願
願
。

蓋
し
、
檀
婆
羅
蜜
品
は
大
悲
菩
薩

(寳
海
梵
志
)
の
生

々
世

々
に
亘

つ
て
の
檀
波
羅
蜜
を
圓
満
せ
し
む
る
こ
と
を
種

々
の
貼
よ
り
説
く
こ
と

が
、
そ
の
中
心
と
な
つ
て
い
る
が
、
袋
中
上
人

が
生
々
世
々
の
利
釜
と

し
て
第
七
大
文
を
規
定
し
、
そ
の
直
前
に
、
第
六
大
文
と
し
て
、
多
衆

の
結
縁

(
生
死
の
結
縁
)
と
し
て
九
願
、
即
ち
、

結
縁
作
父
願
、
海
神
作

母
願
、
水
紳
乳
母
願
、

二
帝
弟
子
願
、
帝
繹
爲
子
願
、
山
紳
爲
婦
願
、

修
羅
憧
僕
願
、
異
類
請
縁
願
、

裸
形
求
施
願
、

を
規
定
し
て
い
る
貼
は

高
山
寺
本
繹
迦
如
來
五
百
大
願
経
と
特
に
異
る
黙
に
し
て
、
繹
迦
如
來

の
本
縁
を
深
く
具
つ
廣
く
考
察
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
と
し
て
、
そ
の
特

色
と
意
義
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
亦
寳
海
梵
志
の
寳
藏
佛
の
御

前
に
於
て
啓
請
し
上
る
部
分
を
、
大
文
第
四
、

重
濟
二獄
苦
一と
し
て
十

願

(諸
願
不
満
誓
、
重
誓
不
満
願
、
捨
自
利
他
願
、
我
願
利
久
願
、
結
縁
地
獄

願
、
出
獄
生
人
願
、
廣
博
代
苦
願
、
代
諸
獄
苦
願
、
代
人
身
罪
願
、
實
業
代
苦

願
)
を
規
定
し
、
特
に
力
読
せ
ら
る
る
が
、
先
に
も

一
言
せ
る
如
く

上

人
の
晩
年
の
行
實
を
探
る
上
に
於
て
極
め
て
重
要
な
る
部
分
と
し
て
特

筆
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
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さ
て
、
現
在
袋
中
上
人
の
終
焉
の
地
、
南
山
城
飯
岡
西
方
寺
に
は
琉

球
か
ら
御
持
蹄
り
に
な
つ
た
と
云
ふ
清
涼
寺
式
繹
迦
如
來
像

(
木
彫
)

が
あ
り
、
亦
、
飯
尉
の
丘
陵
、
三
峰
に
は
三
石
佛
を
安
置
し
、
東
の
峯

に
は
藥
師
如
來
、
南
の
峯
に
は
繹
迦
如
來
、
西
の
峯
に
は
阿
彌
陀
如
來

が
安
置

さ
れ
、
南
の
峯
、

こ
ろ
こ
ろ
山
の
麓
に
は
、
南
面
し
て
立
像
約

三
尺

(
牟
浮
彫
式
(
の
清
涼
寺
式
繹
迦
如
來
像
が
安
置
さ
れ

て
い
る
。

像
の
右
側
に

「
寛
永
十
五
年
飯
岡
村
□
□
敬

白
」
と
微
か
に
讃
ま
れ
る

刻
字
が
あ
り
、
造
立
の
年
を
知
る
こ
と
が
出
來
る
が
、
と
も
あ
れ
、

こ

れ
に
よ

つ
て
も
上
人
に
繹
迦
如
來
に
封
す
る
信
仰
の
厚
か
つ
た
こ
と
を

理
解
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

蓋
し
、
寛
永
十
四
年
、
上
人
八
十
六
歳
の
時
、
十
三
年
間
佳
み
な
れ

し
瓶
原
心
光
院
か
ら
、
遙
か
飯
岡
の
地
に
移
佳
に
な
つ
た

の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
就
て
は
種
々
の
理
由
も
あ
つ
た
こ
と
と
思
は
れ
る
け
れ
ど
も
、

こ
れ
こ
そ
上
人
の
繹
迦
如
來
に
封
す
る
信
仰
の
具
膿
的
實
践
を
示
す
も

(9
)

の
と
し
て
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
袋
中
上
人
傳
に
は
こ
の
間
の

漕
息
を
傳
え
て
次

の
如
く
説
い
て
い
る
。

寛
永
十
四
年
、
上
人
八
十
六
歳
そ
の
比
、
郡
の
内
に
重
罪
を
犯
せ
る
輩
あ
り

て
、
官
家
の
裁
断
刑
罰
に
行
は
る

に
定
り
ぬ
。
上
人
ふ
か
く
悲
慰
し
て
赦

冤
を
願
は
せ
給
へ
ど
、
國
の
大
怯
な
れ
ば
と
て
ゆ
る
さ
て
、
み
な
死
刑
に
あ

ひ
ぬ
。
さ
れ
ば
上
人
救
濟
の
志
も
い
た
づ
ら
に
な
り
。
抜
苦
の
行
も
立
ざ
り

け
れ
ば
、
此
地
化
道
行
は
れ
ず
居
佳
し
て
な
ん
の
釜
か
あ
ら
ん
。
し
か
し
他

方
に
移
居
せ
ん
に
は
と
て
、
衣
鉢
を
身
に
随
が
え
、
渡
口
に
出
て
船
師
、
黒

助
と
い
ふ
も
の
の
船
に
め
さ
れ
け
り
。
年
來
鋸
依
の
道
俗
お
も
ひ
ま
ふ
け
ぬ

事
な
れ
ば
、あ
は
て
出
た
ち
か
さ
な
り
て
袖
を
ひ
き
、手
を
と
り
い
ま
し
ば
し

と
と

め
け
れ
ど
上
人
更
に
み
か
へ
り
給
ふ
氣
色
も
な
し
。
人
々
せ
ん
か
た

な
く
て
、
行
衛
い
つ
國
と
お
も
ひ
迷
だ
め
給
ふ
ぞ
と
た
つ
ね
け
れ
ば
、
時
に

上
人
、
〈い
つ
み
川
雲
井
の
室
に
な
が
れ
て
し
、
い
ま
行
末
は
風
に
ま
か
せ

て

と

答
へ
給
ふ
に
、
お
り
ふ
し
風
お
こ
り
て
船
は
流
れ
の
は
や
き
に
し
た

か
ひ
て
、
と
を
ざ
か
り
け
る
と
そ
。

こ
の
消
息
は
上
人
の
傳
記
と
し
て
は
極
め
て
重
要
な
る
部
分
で
あ
る
と

思
は
れ
る
。
上
人
の
悲
願
が
徒
勢
に
鯖
し
、
抜
苦
の
行
が
成
り
た
た
な

い
と
言
ふ
こ
と
は
、
上
人
に
取
つ
て
如
何
に
耐
え
が
た
い
こ
と
で
あ

つ

た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
藤
堂
祐
範
氏
は
袋
中
良
定
傳
の
研
究
の
中
で
こ

の
間
の
漕
息
を
読
い
て
、
「
君
子
道
行
は
れ
ざ
れ
ば
佳
せ
ず
」
と
解
せ
ら

れ
て
い
る
が
只
軍
に
か
く
解
す
る
の
み
で
は
妥
當
で
あ
る
と
は
考
え
ら

れ
な
い
と
思
ふ
。
先
に
も

一
言
せ
る
如
く
、
大
文
第
四
は
、
重
濟
二獄
苦
一

と
規
定
し
、
二
つ
の
誓

い
と
八
つ
の
願
文
を
規
定
し
て
お
ら
れ
る
こ
と

に
よ
つ
て
も
知
ら
れ
る
如
く
、
特
に
上
人
の
こ
の
項
に
於
け
る
説
明
は

詳
細
を
極
め
て
い
る
。
印
ち
梵
志
の
大
悲
至
極
な
り
と
し
て
、
そ
の
誓

い
の
説
明
に
し
て
も
所
願
成
ぜ
ず
ん
ぱ
未
來
世

に
流
蒋
し
て
自
他
共
に

大
悪
を
成
す
べ
し
と
ま
で
言
及
し
、
亦
廣
く
諸

の
獄
苦
に
代
り
て
顧
り

み
な
い
と
か
、
廣
博
代
レ苦
願
に
て
は
、

こ
の
願
殊
に
深
恩
な

り
、
唯

仰
信
す
べ
く
何
ぞ
墨
筆
を
加
え
ん
や
と
読
き
、

人
道

の
代
受
苦
に
つ
い

て
問
答
す
る
等
、

の
記
載
を
思
ふ
時
、
瓶
原
を
去
る
こ
と
は
上
人
の
心

五
百
誓
願
略
経
私
記
に

つ
い
て

(
成

田
)
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〇
〇

中
に
と

つ
て
、
や
る
せ
な
い
思
い
が
あ
つ
た
に
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
飯

岡
丘
陵
の
南
の
峯
に
於
け
る
石
造
清
涼
寺
式
繹
迦
如
來
像
が
南

面
瓶
原
に
向
つ
て
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
こ
に
深
き
思
召
し
が

こ
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
若
し
か
く
解
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
袋
中
上
人
の
飯
岡
移
佳
は
上
人
の
繹
迦
如
來
信

仰
の
具
艦
的
實
践
を
示
す
も
の
と
し
て
そ
の
意
義
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ

と
思
ふ
。

四

以
上
袋
中
上
人
撰
述
に
か
か
る
五
百
誓
願
略
経
私
記
の
特
色
と
、
そ

の
信
仰

に
つ
い
て
述
べ
て
來
た
が
、
蓋
し
、
悲
華
経
所
説
の
菩
薩
行
願

の
思
想
は
、
季
安
末
鎌
倉
期
以
降
、
全
時
代
を
通
じ
て
日
本
佛
教
史
の

一
底
流
と
な
り
、
室
町
期
を
経
て
職
國
徳
川
初
期
は
特
に
復
古
運
動
の

盛
ん
な
時
代
で
あ
り
、
袋
中
上
人
に
よ
る
五
百
誓
願
略
経
私
記
も
そ
の

所
産
の

一
つ
と
し
て
敷
え
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
は
な

い
で
あ
ら
う

か
。
し
か
も
そ
の
度
毎
に
清
涼
寺
式
繹
迦
如
來
像
が
信
仰
の
封
象
と
し

て
迎
え
ら
れ
、
心
あ
る
佛
教
徒
の
圭
髄
性
の
確
立
え
の
中
核
と
し
て
信

仰
せ
ら
れ
て
行
つ
た
こ
と
は
意
義
深
き
こ
と
で
あ
る
と
考

へ
ら
れ
る
。

諸
法
度
に
よ
つ
て
規
制
せ
ら
れ
た
徳
川
幕
藩
髄
制
下
の
肚
會
機
構

の
中

に
迎
え
ら
れ
た
諸
宗
の
敏
は
、
決
し
て
佛
教
本
來

の
姿
に
於
て
、
そ
の

活
動
が
許
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
そ
の
間
清
涼
寺
繹
迦
如
來
に
封

(
1
0
)

す
る
信
仰
も
、
江
戸
出
開
帳
の
方
式
を
以
て
、
元
録
十
三
年
以
降
、
種

々
の

意

圖
も

あ

つ

て
か
、

打

出

さ

れ

て

來

て

は

い
る

が
、

そ

の
間
、

佛

敢

徒

と

し

て
も

佛

教

本
來

の
行

き

方

に
婦

ら

ん

と

す

る
復

興

運

動

も

そ

の
裏

面

に
於

て
は

推

進

せ

し

め

ら

れ

て
行

つ

た

の

で

は
な

い
で

あ

ら
う

か
。

1

拙
著

「
鎌
倉
期
南
都
諸
師

の
繹
迦
如
來
観

と
臓
土
成
佛
説

の
受
容

に

つ

い
て
」
(
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
十

一
巻
二
號
所
牧
)

等
。

2

縮
冊
遺
文
、

開
目
釣
、

七
九

一
頁
。

3
6
7

拙
著

「
繹
迦
如
來
五
百
大
願
経

の
成
立
」
(
印
度
學
佛

教

學

研

究

第
十
三
巻
二
號
所
牧
)

4

浄
土
宗
全
書
第
十
七
巻
、

七
二
六
頁
。

袋
中
上
人
紬
詞
傳

二
巻

が
原
本

に
し
て
現
在
で
は
山
城

瓶
原
鶯
流

寺
に
あ
り
。
藤

堂
祐
範
著

「
袋
中
良
定

上
人
傳
」
参
照
。

5

龍
谷
大
學
圖
書
館
藏

の
も
の
に
し
て
、

司
書
干
春
生
先
生
の
配
慮

に
よ

り
閲
覧

の
便
を
得

こ
」
に
謝
意
を
表
す
。

7

五
百
大
願
略
経
私
記
に
は
濁
自

の
立
場

か
ら
願
数

三
百
三
十
五
願
を
規

定
し
、

文
を
分

つ
て
大
分
七

つ
と
し
て
い
る
。
印

ち

一
、
明
二
修
行

六
度
一
、

二
、

明
二
八
相
刈
三
、
明
二
滅
度
利

釜
幻
四
、

重
濟
二
獄
苦

刈
五
、

現
前
請
レ

瑞
。

六
、
多
衆
結
縁
。

七
、
生

々
利

盆
。

(
諸
菩
薩
本
授
記

品

に

て
十

三
願
を
規
定

す
)

8

大
正
新
修
大
藏
経
第
三
巻
、

二
七
八
頁
。

9

浄
土
宗
全
書
第

十
七
巻
、

七
三
五
頁
。

10

塚
本
俊
孝
著

「
嵯
峨
繹
迦
佛

の
江
戸
出
開
帳

に

つ
い

て
」
(
佛

教

文

化

研
究
第
六
、

七
幽號
所
収
)
。
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